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人事評価制度は人材育成の要
人材育成と組織の活性化に有効

　
地
方
分
権
の
進
展
や
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様

化
に
よ
り
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化
し

て
き
て
お
り
、
固
定
観
念
か

ら
の
脱
却
と
発
想
の
転
換
が

必
要
に
な
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
１
日
よ

り
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、「
人
事
評
価

制
度
の
導
入
」
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。

　
本
町
で
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
同
制
度
を
積
極
導
入
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
機

能
さ
せ
、
職
員
の
意
識
改
革

や
未
来
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
す
る
の
か
を
探
る
。

　
　
４
部
長
の
掲
げ
る
今
年

度
の
主
た
る
方
針
（
目
標
）

と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
か
。
あ

る
い
は
、
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
。

　
　【総
務
部
長
】

①
職
員
の
世
代
交
代
が
進
む

中
で
、
人
材
育
成
と
職
場
の

人
間
関
係
は
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
、
場
に
応
じ
た
有
効

な
手
法
を
指
導
し
て
い
る
。

②
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
、

重
大
災
害
に
備
え
た
管
理
体

制
や
、
住
民
の
危
機
意
識
を

課
題
と
捉
え
、
啓
発
に
努
め

る
。

　
住
民
が
、
暮
ら
し
や
す
い

と
実
感
で
き
る
町
、
役
場
は

「
役
に
立
つ
場
」
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　【民
生
部
長
】

 

重
点
目
標
は
、

①
障
が
い
者
相
談
支
援
体
制

の
見
直
し
。

②
国
保
制
度
改
革
の
準
備
事

務
。

③
学
童
保
育
の
適
正
管
理
。

④
介
護
保
険
、
高
齢
者
対
策

の
充
実
。

　
中
で
も
、
子
育
て
や
高
齢

者
対
策
に
関
連
す
る
問
題
は

重
要
と
考
え
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
。

　【建
設
経
済
部
長
】

①
〝
ゴ
ミ
の
減
量
化
〞。削

減
に
向
け
て
、
未
来
づ
く
り

懇
談
会
へ
提
起
し
、
住
民
と

課
題
の
共
有
化
を
図
っ
て
改

善
に
努
め
て
い
る
。

②
〝
係
内
で
の
仕
事
の
共
有

化
〞
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
密
に
と
り
、
仕
事
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
来
庁
者
の

満
足
度
を
向
上
さ
せ
た
い
。

　【教
育
部
長
】

①
学
校
教
育
の
分
野
で
は
、

児
童
・
生
徒
が
よ
り
良
い
環

境
の
中
で
、
の
び
の
び
と
教

育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
継

続
し
て
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

②
社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

町
民
が
健
康
で
充
実
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
各
施
設

を
利
用
し
て
、
有
効
な
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
部
長
以
下
一
般
職
員
ま

で
が
設
定
す
る
方
針
や
目
標

は
、
町
長
が
掲
げ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
ベ
ク
ト
ル
は
合

致
し
て
い
る
か
。

　
　
年
度
当
初
に
町
幹
部
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

課
ご
と
の
部
門
方
針
を
確
認

の
う
え
、
職
員
の
目
標
設
定

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
評
価
者
訓
練
の
方
法
と
、

そ
の
頻
度
。

　
　
外
部
講
師
に
よ
る
研
修

を
制
度
導
入
前
か
ら
取
り
入

れ
、
現
在
は
年
に
１
回
実
施

し
て
い
る
。

　
　
目
標
設
定
は
、
個
人
と

職
場
の
二
本
立
て
か
。

　
ま
た
、
そ
の
難
易
度
は
ど

の
よ
う
な
基
準
で
評
価
さ
れ

る
の
か
。

　
　
課
と
し
て
の
部
門
方
針
、

係
の
重
点
目
標
を
鑑
み
、
個

人
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

　
難
易
度
は
、
一
般
職
と
係

長
以
上
で
差
を
設
け
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
有
効
な
意
見

や
情
報
を
町
政
に
反
映
す
る

た
め
に
は
、
多
様
な
広
聴
の

展
開
と
対
応
す
る
し
く
み
が

必
要
に
な
る
。

　
半
田
市
で
は
、「
マ
イ
レ

ポ
は
ん
だ
」
と
い
う
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
を
利
用
し
て
、
道
路

や
公
園
、
公
共
施
設
な
ど
の

問
題
個
所
を
住
民
が
投
稿
し
、

そ
の
情
報
を
基
に
、
市
の
担

当
者
や
住
民
が
対
応
す
る
と

い
っ
た
「
協
働
」
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
行
政
協
力
員
の
負
担
軽

減
、
き
め
細
か
な
町
民
へ
の

対
応
、
災
害
時
の
情
報
管
理
、

あ
る
い
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
有
効
利
用
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
同
シ
ス
テ
ム
導
入
の

考
え
は
な
い
か
。

　
　
有
効
な
情
報
収
集
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
個

人
情
報
や
費
用
面
の
問
題
が

あ
る
。
運
営
体
制
と
合
わ
せ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
職
員
は
、
町
民
か
ら
の
意

見
や
情
報
に
対
し
、
き
め
細

か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
る
。

　
　
こ
の
制
度
の
狙
い
で
あ

る
人
材
育
成
、
資
質
向
上
、

勤
務
意
欲
な
ど
の
観
点
か
ら

捉
え
た
評
価
と
課
題
。

　
　
職
員
の
目
標
達
成
意
欲

が
、
勤
務
意
欲
と
、
資
質
向

上
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
面

接
に
よ
っ
て
、
上
司
と
部
下

と
の
間
に
人
材
育
成
方
針
が

共
有
で
き
て
い
る
。

　
課
題
は
、
被
評
価
者
の
目

標
設
定
に
差
異
が
あ
る
こ
と
。

　
　
下
位
の
被
評
価
者
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
手
段
。

　
　
評
価
結
果
を
通
知
す
る

時
の
面
談
に
お
い
て
、
必
要

な
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
働
き
方
の
環
境
に
変
化

は
芽
生
え
て
い
る
か
。

　
　
直
接
目
に
見
え
る
成
果

は
無
い
が
、
行
政
評
価
と
も

相
ま
っ
て
、
徐
々
に
事
務
効

率
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問答問答問答

山本 恭久 議員
(済々会)

住
民
投
稿
シ
ス
テ
ム
の
導
入

実
態
を
精
査

問答

答 問

答 問答 問答 問

　小
中
学
校
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
﹁
施
錠
時
に
は
、
ガ
ラ
ス

を
割
っ
て
使
用
で
き
る
﹂
と

あ
る
が
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

　
　
小
中
学
校
、
各
公
民
館
、

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
図
書

館
等
の
屋
内
設
置
を
屋
外
設

置
へ
の
変
更
。

　
　
屋
外
設
置
に
は
専
用
の

収
納
ボ
ッ
ク
ス
が
必
要
に
な

り
、
経
費
も
か
か
る
。

　
町
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
機
器

を
順
次
、
買
取
か
ら
リ
ー
ス

契
約
に
変
更
し
て
い
る
の
で
、

更
新
時
に
設
置
場
所
等
を
考

慮
し
、
屋
外
設
置
を
検
討
す

る
。

　
　
各
地
の
催
し
な
ど
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
。

　
　
現
在
、
町
内
の
公
共
施

設
と
医
療
機
関
の
う
ち
15
医

療
機
関
は
屋
外
に
設
置
。

　
い
つ
で
も
使
用
可
能
な
た

め
貸
し
出
し
の
予
定
は
な
い
。

　
　
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
を
育

て
る
考
え
。

　
　
各
小
学
校
の
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
を
対
象
に
、
半
田

消
防
署
や
県
消
防
学
校
で
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

体
験
し
て
い
る
。
今
後
も
知

多
中
部
消
防
本
部
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
。

　﹁
想
定
外
﹂
な
事
が
起
き

る
と
﹁
想
定
﹂
さ
れ
る
昨
今
。

　災
害
時
、
行
政
の
対
策
も

限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　地
域
、
各
家
庭
で
﹁
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
﹂
と
い

う
﹁
防
災
力
、
減
災
力
﹂
を

高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
本
町
の
考
え
は
。

　
　
災
害
時
も
引
き
続
き
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）の
策
定
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎

と
周
辺
施
設
は
重
要
で
あ
り
、

施
設
が
完
成
し
た
後
の
平
成

29
年
度
に
策
定
す
る
。

　
　
本
町
の
耐
震
改
修
促
進

計
画
の
「
耐
震
診
断
ロ
ー

ラ
ー
作
戦
」
の
進
捗
状
況
。

　
　
地
区
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
と
共
に
、
近
隣
市
町

の
事
業
効
果
を
勘
案
し
、
実

施
を
検
討
す
る
。

　
　
家
具
転
倒
事
故
防
止
金

具
の
無
償
取
付
け
を
、
対
象

外
の
方
へ
も
費
用
負
担
で
対

応
が
で
き
な
い
か
。

　
　
防
災
交
通
課
に
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
。

　
取
付
け
金
具
は
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
も
購
入
で
き
、
取

り
付
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。

　
　
災
害
時
用
と
し
て
販
売

し
た
ス
コ
ッ
プ
５
０
０
本
の

販
売
効
果
と
、
追
加
販
売
予

定
。

　
　
ス
コ
ッ
プ
が
救
出
・
救

助
活
動
に
役
立
つ
道
具
の
一

つ
と
し
て
防
災
対
策
が
進
ん

だ
と
考
え
る
。

　
追
加
販
売
は
、
町
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

業務事業継続計画（ＢＣＰ）
平成29年度に策定

問答問答

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
的
な
利
用
法

屋
外
設
置
検
討

問答

問答

問答

す
ぐ
に
使
え
る
よ
う

設
置
し
て
あ
る
住
民
宅
の
様
子

心
肺
蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト

「
あ
っ
ぱ
く
ん
」

問答

都築　清子  議員
(公明党)

問答

（
東
京
消
防
庁
の
資
料
よ
り
）
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